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崎
に
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き
ま
し
た
♪

　
長
女
の
日
菜
で
す
。
5
月
3
日
、
フ
ミ
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
マ
イ
コ
の
部
屋
に
泊
ま
り
に
い
き
ま
し

た
。
２
人
と
も
中
村
学
園
大
学
時
代
の
友
人
で
す
。

マ
イ
コ
は
沖
縄
県
出
身
で
卒
業
後
は
熊
本
で
働
い

て
い
た
の
で
す
が
、
職
場
が
変
わ
っ
て
長
崎
県
佐

世
保
市
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
フ
ミ
ち
ゃ
ん
と
遊
び
に
行
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
思
い
つ
き
で
長
崎
市
内
に
行
こ
う
！　
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
翌
朝
出
発
し
ま
し
た
。

　
ペ
ン
ギ
ン
水
族
館
に
行
っ
て
中
華
街
で
お
昼
ご

飯
を
食
べ
、
こ
の
日
は
終
日
雨
だ
っ
た
の
で
グ
ラ

バ
ー
園
は
あ
き
ら
め
て
帰
路
に
。
行
き
は
高
速
道

路
を
使
っ
た
の
で
、
帰
り
は
一
般
道
で
西
海
橋
を

通
る
ル
ー
ト
に
し
ま
し
た
。

　
フ
ミ
ち
ゃ
ん
は
佐
賀
県
有
田
町
、
私
は
佐
賀
県

嬉
野
市
、
３
人
そ
れ
ぞ
れ
大
学
の
学
科
は
異
な
り

ま
す
が
、
同
じ
学
生
寮
で
仲
良
く
な
っ
た
友
人
で

す
。
久
し
ぶ
り
に
会
っ
て
も
数
秒
で
気
持
ち
が
大

学
生
に
戻
り
ま
す
（
笑
）。
友
達
と
過
ご
す
楽
し
い

時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
。
ま
た
一
緒

に
遊
び
に
行
き
た

い
で
す
！

渕
野
日
菜

　韓国で陶芸資材の販売をされている方からのご
依頼で、５月に韓国へ磁器土を送りました。われ
われの地元では、やきものの生産量が伸び悩んで
います。そういう中での輸出のご注文は非常にあ
りがたかったです。
　きっかけは長崎県でデザイン事務所をされてい
た方からのご紹介です。６年ほど前に一緒にお越
しいただいて、ご注文の話になりかけたのですが、
その時はまとまらず、その後に新型コロナウイル
スが流行ったこともあって延び延びになっていま
した。
　コロナ禍が収束に向かい、入国制限と水際措置
が緩和されたことで、２月の初めに韓国からお見
えになり、ご注文となりました。その方が大ファン
だと仰る日本の作家さんが、当社の粘土をお使いい

ただいているのも後押しとなりました。本当にあ
りがたいです。
　撰上 ( えりじょう ) 磁器土を１コンテナ分 20
トンということでしたので、少しお時間をいただ
いて準備をし、５月１日、当社から伊万里港に向
けて出荷しました。
　ＧＷ明けに検査・手続き・コンテナへの積み込
み、５月 13 日に船積みされて、16 日釜山港に
向けて出港しました。
　これとは別に、４月には業者さんを通じて、当
社の磁器土がオーストラリアへ届けられたと聞い
ています。
　ここ数年、直接であったり間接であったり、海
外からのお引き合いをいただきます。これを機に
日本国内だけでなく海外の方にも私どもの粘土を
もっともっとお使いいただけると嬉しいです！

渕野直幸

巻頭のあ
いさつ

韓国に粘土を送りました！韓国に粘土を送りました！
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前
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に
は
住
み
込
み
で
働
き

に
来
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た
ね
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た
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が
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た
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で
、

私
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ち
兄
弟
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ど
も
の
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は
彼
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た
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が
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く
れ
て
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ま
し
た
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た
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の
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げ
で
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も
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仕
事
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の

事
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ず
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る

こ
と
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た
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だ
と
思
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す
。
念
仏
奉
仕
団
と
し
て

度
々
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に
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の
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達
は
女
の
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が
ほ
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ん
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で

し
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が
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盛
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の
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者

で
す
。
食
事
の
準
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は
「
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り

前
号
で
お
話
し
た
よ
う
に
、

う
ち
に
は
住
み
込
み
で
働
き

に
来
て
く
れ
て
い
た
ね
ぇ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
い
た
の
で
、

私
た
ち
兄
弟
子
ど
も
の
世
話

は
彼
女
た
ち
が
し
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。

　
彼
女
た
ち
の
お
か
げ
で
、

父
も
母
も
仕
事
や
子
ど
も
の

事
を
気
に
せ
ず
、
参
加
す
る

こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
念
仏
奉
仕
団
と
し
て

度
々
京
都
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　
住
み
込
み
の
働
き
手
さ
ん

達
は
女
の
子
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
食
べ
盛
り
の
若
者

で
す
。
食
事
の
準
備
に
あ

た
っ
て
母
は
「
ご
飯
が
足
り

な
い
な
ん
て
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
つ
も
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　
住
み
込
み
の
方
が
い
な
く
な
っ

た
の
は
、
私
が
結
婚
し
子
ど
も
た

ち
が
生
ま
れ
た
後
な
の
で
、
今
の

今
ま
で
私
は
炊
事
洗
濯
を
し
た
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
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「糸島のちょっとイイとこ
見てみたい」これ、
シリーズ化しちゃお

「糸島のちょっとイイとこ
見てみたい」これ、
シリーズ化しちゃお

サン・マリンデザイン

オフィスの友永です！

サン・マリンデザイン

オフィスの友永です！

MAri の
ココロは
ひだまり

　糸島に引っ越してきて２年が経ちました。ここ
数年でかなり糸島という地が全国的に有名にな
り、休日は観光客で賑わっております ^^ ただ、
住民としては車の渋滞がちょっとアレですが…。
　以前、カキ小屋の紹介をこのコーナーでさせて
いただきました。今回は糸島と言ったらこれ、こ
れを語らずにはいられません。そう！海鮮丼！ド
ドドーン !!　玄界灘に面しているだけあって、新鮮
で美味しいお魚料理が食べられるお店が多いです。
　なかでも、行列ができるほど有名なのが海鮮
丼。美味しいと評判のところが数店舗あって、そ
の全部を制覇したいと思っております (o’¬’ o)
今回はこれまでに実食してきた３店舗の海鮮丼を
ご紹介します！
　まず、糸島の海鮮丼と言ったらココ、「塚本鮮
魚店」。平日でも開店前から行列です。土日祝日
は大行列です。もはやここが観光地になっていま
す（笑）。店内は広く、テーブルの間隔が広いの
でゆっくりお食事できます。
　次は「志摩の海鮮丼屋」。ここは「志摩の四季」
というお魚・お野菜・果物を売っている直売所の
中にあります。ここも並びました。大衆食堂とい
う雰囲気で、パッパと食べて帰る感じかな。
　最後は、「大門茶屋いろり」。古民家をリノベー
ションした店内は趣があってとても良き空間でし
た。ネットで調べるとこちらも並ぶの必須(‾Д‾;)
覚悟して行ったのですが、タイミングよく並ばず
入店できました♪
　とにかくどこもお魚が新鮮でめちゃくちゃ美味
しいのですが、今のところやっぱり「塚本鮮魚店」
がダントツの１位です！　これは並んで食べる価
値アリ！　まさに「海の宝石箱や～」（古い？）
です☆
　と、いうわけで糸島ライフをご紹介していく「糸
島のちょっとイイとこ見てみたい」を（勝手に）
シリーズ化決定！　不定期です（笑）。友永 真麗

（笑）（笑）
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